
岩手・宮城・福島 MIRAI 文学賞・映像賞 受賞者インタビュー① 

 

せーちさん 

✓2022 年映像賞 『3 分で魅せる東北 3 県』 

✓2023 年映像賞ノミネート作品 『男 4 人旅 in 岩手』 

 

応募のきっかけは「愛知に住む自分が東北の魅力を伝えたい」 

―― まずは応募のきっかけについて教えてください。 

 

せーちさん：この賞を知ったのは、確かインスタグラムがきっかけでした。私は愛知出身で

すが、愛知や中部地方の人は東北に旅行する機会があまり多くないと思います。私は以前か

ら東北に行ったことがあり、その素晴らしさを実感していました。映像コンテストを通じて

東北の魅力を多くの人に伝えたいと思い、応募することにしました。 

 

―― 以前東北に行かれた経験があるとのことですが、それはいつのことでしょうか？ 

 

せーちさん：2020 年に自転車で日本一周をしていた際に、東北全域を訪れました。その時

に見た絶景や美味しい食べ物、人々の温かさに感動しました。特に東北の人々の親切さには

心打たれましたね。動画制作もその頃に趣味の一つとして始めました。 

 

―― 自転車で日本一周とはすごいですね。東北ではどのような経験をされましたか？ 

 

せーちさん：東北では、たくさんの絶景スポットや美味しい料理を堪能しました。自転車旅

だったので、現地の方々から差し入れをいただくことも多く、その温かさに触れることがで

きました。特に東北の人々は親切で、旅の途中で助けられることが多かったです。これがき

っかけで、東北が好きになり、今回の応募にも繋がりました。 

 

 

・インタビューに応えていただいているせーちさん 



 

親近感のある映像づくりにこだわり 

―― 作品づくりの過程について教えてください。特に場所の選定などはどのように行われ

ましたか？ 

 

せーちさん：私自身が楽しめるスポットを軸に選びました。具体的な場所の選定は主にイン

スタグラムでハッシュタグを使って調べました。例えば、『#岩手旅行』などで検索し、気に

なるスポットを見つけるという感じです。実際に現地に行って、その場のフィーリングでカ

メラを回すことが多かったです。 

 

――動画制作において、特にこだわった点はありますか？ 

 

せーちさん：私たち自身が楽しんでいる様子を映像に収めることを重視しました。映画のよ

うなハイクオリティな映像よりも、Vlog スタイルの方が東北の楽しさが伝わりやすいと思

ったからです。また、映像を見た人が実際に東北を訪れたくなるような親近感のある映像作

りを心掛けました。 

 

―― 実際の動画制作時にはどのような工夫をされましたか？ 

 

せーちさん：撮影時には、自分たちが楽しんでいる瞬間を逃さないように心掛けました。友

達と一緒に行動することが多く、その場の雰囲気や楽しさをそのまま映像に収めるよう努

めました。とはいえ、いざカメラをまわすと自分も含め皆被写体慣れしておらず、若干ぎこ

ちなかったかもです（笑）実際は映像よりも少し増して楽しんでいます。また、動画編集の

際は映像のテンポや音楽にもこだわり、視聴者がつかみから飽きずに最後まで楽しめるよ

うに工夫しました。 

 

 

初めての応募。映像制作のモチベーションに。 

―― 改めて受賞の感想を教えてください。 

 

せーちさん：率直に嬉しかったです！！この映像コンテストは私にとって初めての公募作

品で、自分の力を試すための挑戦として応募しました。これまでは主に趣味として映像を作

っていましたが、コンテストに応募することで、自分の映像がどれだけ通用するのかを知り

たかったんです。受賞できたことで自信がつき、これからも映像制作を続けていくモチベー

ションにもなりました。 

 



東北の好きなところ 

―― 最後に、東北の好きなところを教えてください。 

 

せーちさん：選びきれないほどたくさんありますが、特に好きな場所を二つ挙げると、まず

は宮城県の田代島です。田代島は石巻港から船で約 30 分のところにある小さな島で、猫が

たくさんいることで有名です。私自身、猫が大好きで、訪れたときには本当に感動しました。

猫たちが人懐っこく、10 匹以上の猫が一度に集まってくる光景はまさに天国でした。疲れ

を癒すのにも最適な場所だと思います。 

 

 

 
※2022 年受賞作品 『3 分で魅せる東北 3 県』でも紹介 

 

 

―― もう一つはどこでしょうか？  

せーちさん：もう一つは岩手県の猊鼻渓です。船で川下りができる場所で、静かな大自然の

中を進む体験は素晴らしかったです。特に船頭さんが歌ってくださる船歌は、岩手の風情を

感じさせてくれました。私は夏に訪れましたが、とても涼しく避暑地としても最適です。一

緒に旅をした友人たちも、印象に残った場所として意見が一致しています。猊鼻渓は岩手を

訪れる際の必須スポットとしてお勧めします。 

 

 

※2023 年受賞ノミネート作品 『男 4 人旅 in 岩手』 

 

――本日はありがとうございました。最後に岩手宮城福島について一言お願いします。 



せーちさん：そうですね、東北全体が魅力に溢れているので、どこを訪れても素晴らしい体

験ができると思います。特に自然が豊かで、また、東北の人々の温かさにもいつも感動させ

られます。今年も東北に旅行に行く予定をつくりたいなと思っています。 

 

 

________________________________________________________________________________ 

せーちさんのインタビューを通して、彼の東北に対する愛情と作品制作にかける情熱が伝

わってきました。これからも彼の活躍を期待しています。 

 

岩手・宮城・福島 MIRAI 文学賞・映像賞は東北外在住の方からもたくさんご応募いただい

ております。ぜひご応募ください。 

 


